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搬
送
時
間
１
一４
に

１
階
か
ら
３
階
を
吹
き
抜
け
に
し
、
作
業

効
率
を
高
め
た
経
口
固
形
剤
の
造
粒
工
程

工
程
は
、
計
量
、
造
粒
、
成

形

一
打
錠
≡
、
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
検
査
で
、
冥
物
混
入
を

避
け
て
、
１
装
置
１
個
茎
が

一
般
的
．
各
装
置
の
上
部
か

ら
材
料
や
半
製
品
を
投
入
、

加
工
後
に
装
置
下
部
か
ら
取

り
出
し
て
別
の
タ
ン
ク

ヘ
移

す
作
業
を
練
り
返
す
．
通
常

は
３
階
建
て
の
工
場
で
各
装

置
を
２
階
に
置
き
、
３
階
か

ら
投

入

、
１
階

で
取

り
出

す
．衝

撃
与
え
ず

北
工
場
は
立
体
的
な
レ
イ

ア
ウ
ト
で
常
識
を
破

っ
た
．

個
室
を
１

１
３
階
の
吹
き
技

け
と
し
、
１
個
室
に
各
装
置

と
投
入
、
取
り
出
し
の
工
程

を
ま
と
め
た
。
上
下
階
を
つ

な
ぐ
パ
イ
プ
設
置
作
業
な
ど

ｌ
Ｔ
化
も
特
徴
の

一
つ
。

一
部
で
運
用
し
て
い
た
設
定

値
制
御

・
デ
ー
タ
収
集

一
Ｓ

Ｃ
Ａ
Ｄ
Ａ
　
シ
ス
テ
ム
を
金

画
導
入
．
刻
々
と
変
わ
る
各

設
備
の
諸
デ
ー
タ
を
集
め
、

不
良
原
因
特
定
な
ど
に
生
か

す
。
各
工
程
の
生
産
量
や
品

大
型
投
資
で効
率
化
追
求

成
．
無
駄
の
な
い
現
場
を
追

求
す
る
。

最
後
は
人

固形剤、能力年60億錠に

… … … 工程内搬送編

く

力
は
、
既
存
工
場
棟
の
年
間
　
追
加
す
る
と
同
６０
億
錠
ま
で

２５
億
錠
に
対
し
同
３０
億
錠
．
　

増
座
で
き
る
た
め
、
全
体
の

当
両
は
大
黒
生
産
の
回
形
剤
　
潜
在
能
力
は
従
来
の
４
倍
近

約
６０
品
目
を
扱
う
。
設
備
を
　
い
。

「
市
場
急
拡
大
前
の
今

日
本
医
薬
品
市
場
で
の
後
発

（
ジ

ェ
ネ
リ

ッ
ク

！
医
薬
品
の
比
率

（
数
量
ベ
ー
ス
】
は

約
１６
％
ｏ
医
療
費
抑
制
の
た
め
厚
生
労
働
省

は
こ
れ
を
３０
％
に
引
き
上
げ
る
方
針
だ
。
今

後
、
日
本
の
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
市
場
は
急
拡
大

し
、
先
発
品
や
外
資
系
を
含
め
た
競
争
も
激

化
し
そ
う
。
ジ

ェ
ネヽ
リ
ッ
ク
国
内
大
手
の
大

洋
楽
品
工
業

一
名
古
屋
市
中
区
≡
は
今
後
の

安
定
供
給
と

コ
ス
ト
削
減
に
布
石
を
打

っ

た
．
高
山
ｉ
場

一
岐
阜
県
高
山
市
　
に
完

成
、
６
月
に
稼
働
し
た
経
――
タ
イ
プ
同
形
剤

‐‐‐‐‐‐

の
専
用
工
場
棟

「
第
３
固
形
製
剤
棟
」

一
北

ｍ

工
場
）
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐‐‐‐‐‐

潜
在
能
力
４
倍

北
工
場
は
４
階
建
て
、
延

べ
床
面
積
１
万
８
０
０
０
平

方
財
で
、
投
資
額
は
設
備
を

含
め
約
１
０
０
億
円
。

９３
年

の
著
工
か
ら
累
計
７
０
０
億

円
以
上
を
投
じ
た
高
山
工
場

で
も
最
大
規
模
だ
。
生
産
能

し
か
な
い
」
と
新
谷
重
樹
社
　
が
不
要
で
、
室
内
の
階
段
で

長
が
決
断
し
た
。
　
　
　
　
　
投
入
、
取
り
出
し
の
様
子
も

コ
ン
セ
プ
ト
は
省
人
化
．
　

す
ぐ
確
認
で
き
る
。
錠
剤
に

約
１
０
０
人
で
２
直
勤
務
の
　
衝
撃
を
与
え
な
い
搬
送
装
置

既
存
棟
に
対
し
、
材
料
投
入
　
な
ど
も
採
用
し
た
。
　
　
　
　
　
今
後
１
年
で
品
目
別
の
製

か
ら
電
装

・
欄
包
ま
で
管
理
　
　
各
個
室
は
ク
レ
ー
ン
で
つ
　
造
条
件
な
ど
を
話
め
る
．
将

職
を
含
め
２８
人
で
２４
時
間
稼
　
な
い
だ
。
材
料
や
半
製
品
の
　
来
は
拡
大
を
狙
う
受
託
生
産

働
す
る
。
１
勤
務
の
現
場
作
　
個
宝

へ
の
搬
入
、
搬
出
も
全
　
に
も
活
用
す
る
予
定
．
「
！
設

業
者
は
７
人
の
み
だ
。

「
数
　
自
動
。
自
動
倉
庫
は
工
場
棟
　
備
間
で
は

一
良
い
工
場
が
で

割
の
コ
ス
ト
削
減
」

一
村
田
　
の
４
階
部
分
に
置
き
、
搬
送
　
き
た
．
後
は
２８
人
で
い
か
に

和
之
取
締
役
工
場
長
≡
で
、
　

挿
離
を
締
め
た
。
搬
送
時
間
　
や
り
切
る
か
。
個
々
人
の
能

価
格
競
争
力
を
飛
躍
的
に
高
　
は
従
来
の
４
分
の
１
だ
。
二
　
カ
と
パ
ワ
ー
が
必
要
」
と
村

め
る
考
え
だ
。
　
　
　
　
　
　
場
空

間

の

コ
ン
パ

ク
ト

化
　
田
取
締
役
は
気
を
引
き
締
め

北
工
場
は
レ
イ
ア
ウ
ト
を
　
で
、
空
調

コ
ス
ト
な
ど
も
削
　
る
．
新
鋭
の
設
備
群
を
生
か

工
夫
し
た
。
□
形
剤
の
主
な
　
減
し
た
。
　

　

　

　ヽ
　

　

　

す
の
も
最
後
は
人
だ
。
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ミ
Ｎ
輪
〃
／
　
（０
・
靖
ょ
ぅ
に
、
予
想
通
り
に
な
　
で
多
く
の
技
術
者
は
、
自
分
　
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
車
く
失
敗
　
囲
に
は
、
日
に
目々
え
な
い
だ
　
話
を
超
え
て
い
る
。　
　
　
　
く
て
よ
い
」
と
、
か
な
り
の
お

ま

、

ゴ

ト

多

、

い

己

雪

工

　

Ｄ

芝

ヽ

二

古

雪

ニヽ

ュ

よ

こ

こ

　

フ
ヽ

ユ

そ

蛇

カ

フ

こ

雪

可

ト

　

ナ

ｉ

一
雪

ｉ
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５

●
　

　

　

　

　

可

こ

文

「
二

う

と

ト

カ

　

建

ド

蛍

否

許

こ

６

〓

、

う

ｏ
　

貯

質
を
扱
う
製
造

管
理
シ
ス
テ
ム

，
Ｍ
Ｅ
Ｓ
一
も

採

用

し

て

い

る
．省

人
化
の
力

ギ
は
少
数
先
鋭

に
よ
る
多
能
Ｉ

化
だ
。

「
全
員

が
各
設
備
を
扱

え
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
ま
で
や
れ

る
よ
う
に
」
と

村
田
取
締
役
．

複
雑
化
す
る
日

々
の
作
業
内
容

は
シ
ス
テ
ム
で

一
打
管
理
し
、

指

示

書

を

作

包装・欄包ラインでも省人イしを徹底 した

刃
物
研
磨

「
公
称
精
度
は
他
社
と

同
じ
で
も

ユ
ー
ザ
ー
の
現

場
で
差
が
出
る
」
　

．
機

械
用
刃
物
の
精
密
研
廃
を

手
が
け
る
ヨ
シ
ダ
　
一京
都

府
久
御
山
町

・
の
社
長
、

吉
回
邦
夫

一
７０
　
は
サ
ラ

リ
と
言

っ
て
の
け
る
　
従

業
員
１０
人
に
も
満
た
な
い

零
細
企
業
だ
が
、
研
磨
技

術
は
折
り
紙
付
き
．
ユ
ー

ザ
ー
の
多
く
が
ク
リ
ピ
ー

タ
ー
ク
に
な
る
．

吉
田
は
木
Ｉ
を
教
え
る

刑
務
技
官
を
父
に
持
ち
、

小
学
３
年
生
の
と
き
か
ら

木
Ｉ
技
術
を
身
に
付
け
始

め
た
．
２６
歳
ま
で
京
都
友

禅
の
本
工
型
枠
職
人
と
し

て
会
社
勤
め

．
吉
田
は
こ

の
間
に
刃
物
を
研
ぐ
技
術

を
身
に
付
け
た
ｒ

「
職
人
が
道
具
を
自
分

で
子
入

れ
す

る

の
は

当

然
」
と
見
よ
う
兄
ま
ね
で

技
術
を
盗
ん
だ
。
職
人
と

し
て
勤
め
る
か
た
わ
ら
、

本
上
下
真
の
機
械
化
に
も

携
わ

っ
た
こ
と
が
古
田
の

転
機
と
な

っ
た
。

「
研
房
業
を
や

っ
て
み

な
い
か
」
．
機
械
商
社
の

誘
い
を
受
け
て
、
吉
日
は

２７
歳
で
起
業
す
る
。
譲
り

受
け
た
融
通
の
利
か
な
い

研
磨
機
を
使
う
う
ち
に
、

腕
に
磨
き
が
か
か

っ
た
．

研
磨
誤
差
は
１
０
０
分
の

２

！，ミ
材
だ
。

吉
田
は
当
初
か
ら
非
接

触
の
投
影
機
を
使

っ
て
仕

上
げ
精
度
を
確
認
し
て
い

た
．
倍
率
は
１
０
０
偶
．

「
研
い
だ
あ
と
に
ダ
イ
ヤ

ル
ゲ
ー
ジ
を
当
て
る
こ
と

に
疑
間
が
あ

っ
た
」
。
職

人
な
ら
で
は
の
こ
だ
わ
り

円
も
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま

す
．
粗
利
が
ど
れ
く
ら
い
取

れ
る
か
考
え
な
い
と

コ
ス
ト

剃
れ
し
ま
す
。
顧
客
獲
得

コ

ス
ト
を
い
か
に
下
げ
る
か
を

考
え
る
こ
と
が
大
切
な
の
で

す
．こ

れ
は
決
し
て
難
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。

「
向
こ
う
か
ら

自
社
に
興
味
を
示
し
て
く
れ

た
人
」
を
リ
ス
ト
に
し
て
攻

略
す
れ
ば
い
い
の
で
す
．
お

客
さ
ま
の
名
前
は
見
積
書
や

請
求
書
だ
け
で
な
く
、
宅
急

便
の
送
付
状
、
問
い
合
わ
せ

だ

。
投

影
機

の
活

用

で

・
，

喜
つ
と
業
務
に
当
た
っ
て
糾

い
る
．

ユ
ー
ザ
ー
の
生
産

神
一

性
向
上
に
貢
献
し
て
き
た

＝

キ
知
中
中
す

中
中
中
中
抑

叫甜

サ
ラ
リ
と
誤
差
２
一‐００

皿
に
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社 長

苦田 邦夫氏

熟海蒋への

■
ド
一一古
一卜
冊
い
紳
冊
耐
肘
世
い

，■
い卜
維
卜

， ！席
＝
＝
鵬
阻

が
合
わ
な
い
こ
と
の
方
が
多
　
な
り
ま
す
。
気
を
付
け
る
の

い
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
は
、
気
負

っ
て
提
案
を
し
な

飛
び
込
み
営
業
で
１
回
１０
　
い
こ
と
で
す
。
提
案
が
優
れ

件
回

っ
た
と
し
て
も
、
１
回
　
て
い
て
も
お
客
さ
ま
は
買

っ

の
訪
間
で
３
０
０
０
円
程
度
　
て
く
れ
ま
せ
ん
。
お
客
さ
ま

の
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。
　

が
欲
し
い
と
思

っ
た
時
に
そ

成
約
率
が
１
％
で
あ
れ
ば
、
　

ば
に
い
ら
れ
る
か
ど
う
か
と

１
件
契
約
を
取
る
の
に
３０
万
　
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
の
方
が
よ

ほ
ど
轟
要
で
す
。

営
業
の
種
意
は
、　
一
回
の

訪
間
は
あ

っ
さ
り
切
り
上
げ

て
何
回
も
し
つ
こ
く
訪
問
す

る

「
あ

っ
さ

り
、

し

つ
こ

く
」
で
す
．
訪
問
時
に
は
し

つ
こ
く
説
得
す
る
が
、
駄
日

だ
と
あ

っ
さ
り
あ
き
ら
め
て

こ
度
と
行
か
な
い

「
し
つ
こ

く
、
あ

っ
さ
り
」
で
は
安
定

的
に
売
れ
る
よ
う
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
実
際
に
、
で
き
る

営
業

マ
ン
は

「
ち
ょ
っ
と
近

く
に
来
た
も
の
で
」
と
い

っ

て
、
見
込
み
客
を

コ
ツ

コ
ツ

回目日 (パー ト3)

この コー ナ ー ヘ の 感 想 、 回答 者 へ の 質
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石
崎
製
作
所
副
社
長

石
崎

浩
樹
さ
ん

帥穀は町つま０〕度範れ立一

せ
ず
に
気
楽
に
訪
問
し
て
い

ま
す
。
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顧
客
獲
得
コ
ス
ト
考
え
る

再 研 磨 一 つ で 顧 害 の コス ト削
減 に貢 献 で き る … と吉 田 さ ん


